本多利明の著作における海外情報 by 森岡 邦泰
．はじめに


































増補 華夷通商考 （ 年（宝永 ））とは、西川如見（ ）が著した、日本で
出版された最初の世界商業地理書である。如見は新井白石と並んで、日本西洋学の先駆とい
われる。如見は、天文・暦数・地理などを学び，博学を以て聞こえていた人物である（鮎沢
信太郎［ ］ 頁）。如見が著したといっても、実際は長崎通詞・林道栄の 異国風土
記 をほとんどそのまま版にしたものにすぎない（鮎沢信太郎［ ］ 頁）。 華夷通商
考 は、刊行されたものだから、新井白石の 采覧異言 や 西洋紀聞 と違い、参照が容
易な文献である。
さて、 華夷通商考 によれば、オランダを、 四季寒國 という。単に寒いというだけで








（フランスか）は、 四季はありても寒き國 （西川如見［ ］ 頁）、 ドイチラント
（ドイツか）は、 四季あり。寒國也。（西川如見［ ］ 頁）といっている。






イ． 采覧異言 及び 訂正増訳 采覧異言
次に新井白石の 采覧異言 （ 年（正徳 ）成稿、 年（享保 ）加筆完成）を見
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）例えば、カムチャッカを開発すれば、我が国も エゲレス同様の大良国に有べき （ 西域物語 大


















と音羽塾初期の壮年期（ 、 歳 歳）について語っているが（小沢栄一［ ］
頁）、主著の 経世秘策 と 西域物語 が完成した 年には、才助は 歳になっ
ており、既に最初の著作も書いているから、少なくともこの頃までには利明は、当時最も西
洋の地理・歴史に明るかった才助から何らかの情報を得ることもあったと見てよいであろ
う。才助がライフワークとなる 訂正増訳 采覧異言 を完成するまで、何年もかけてさま
ざまな洋書を読んでノートを取って知識を蓄えていたと考えられるので、従って、才助の西










）現在 新井白石全集 で、第四巻の中の全部で 頁に当たる著作である。頁数も多くなく、全集
全体で見ても、パーセンテージが低い。鎖国時代の西洋知識がいかに限られたものであったかがわかる。
）京都では西村遠里の 万国夢物語 （ 年）、九州では三浦梅園の 帰山録 （ 年）や 五月雨抄



















（ 西域物語 大系 頁）。なぜならオランダは北方を向いているが、カムチャッカは南
方を向いている、オランダは北海を隔てて、向かい側に他国があり、東にはロシアの大国が
ある。またドイツ、フランスといった強国がある。それに対してカムチャッカは、北方は




也 （ 西域物語 大系 頁）という。
つまりオランダの建国とカムチャッカ開発が同一視されているのである。当時、利明のカ
ムチャッカ開発論について、 カムサスカ大良国にして、東洋諸島の主国なかるべき真理を
含めることを説とも、会得する人鮮からん であった（ 経世秘策 大系 頁）。今から
見れば当然の反応といえよう。当時の人々も 日本の人は、松前の奥は寒国にて、五穀を生




沿わず、虚構的部分を含む、ウィリアム 世（ウィレム 世 ）はもとナッサウ
伯、神聖ローマ皇帝カール 世につかえ、司令官に任ぜられ、 年オランダ他 州の総督に
なる、と記す（ 西域物語 大系 頁）。利明が一体どこからこの話を仕入れてきたの
か、今のところわからないが、オランダの開祖たるウィリアム 世がもともとドイツの領主
だったことは、史実であり、その点では 采覧異言 は正しい。そして何よりも、 采覧異
言 を見る限り、何もなかった土地にドイツ人が植民して次第に開発して作った国かのよう
に書いてあるが（むろん、実際は古代より開けていた）、この図式は、上記のオランダ建国
史と一致している。才助の 訂正増訳 采覧異言 の、増訳の所の、 万国伝信記事 を訳
したところで、オランダのはじまりは、ドイツ（ゼルマニア）のカッテン（葛天）なるもの














なお工藤平助は 赤蝦夷風説考 で、オランダのことを 極北国にて、本国の物とては細
工ものばかりなり （工藤平助［ ］ 頁）といっていたが、もっと後に出て学術的に
もしっかりした 泰西輿地図説 は、州によっては、同書は 此地豊饒ニシテ穀酒菜等ヲ産
シ （朽木昌綱［ ］ 頁）、 野菜等モ産セリ （朽木昌綱［ ］ 頁）と書かれてい
て、利明の属島開業を支える根拠となり得るものである。
さて、続いて 采覧異言 には、 君主を立てない。軍事はそれぞれの役人に任されてい
る ）と書いてあるが、ここに才助は評言を施して、君主がないのではなく、ただ国主の宗
族から 年歯功徳爵位 などの順次で、擁立している、と述べる（山村才助［ ］











う話で、これをオランダモデルと呼べば、利明の四大急務の 諸金 と 船舶 と 属島の
） 不建其君。軍國之事。各有司存。（新井白石［ ］ 頁）。
） 酋帥部長。皆出乎一國之選。無代業相繼者。始自軍興以来。（新井白石［ ］ 頁）。





て、 国とこたえており、その国名は華夷通商考に見える、という（山村才助［ ］上、 頁）。





今度は、山村才助の 訂正増訳 采覧異言 を中心に見てみよう。 訂正増訳 采覧異
言 は、周知のように、洋書 種、漢籍 種、国書 種、計 種を参考文献にあげた。そ
のなかには、今はこの世から消えて名だけ残っているものがいくつもあるという。そして洋
書の中で主に依拠したのが、 増訳 の名のもとに出てくる次の 冊、すなわち 万国航海
















ロシアの風土は、 深林野地 多くて、不毛ではないが、土地の経営がまれであり、 風俗
野鄙 であったが、ピョートル 世が出てから、富国強兵に成功した、と書かれていて（山




村才助［ ］上、 頁）、これは大黒屋光太夫のことであろう。エカテリーナ 世につい
ては、ほかには格別事績は記されていない。漂流者から最新の情報を得て、割注に記した





















て服し随ふ国のみ多し という（ 経世秘策 大系 頁）。 徳行を博布して国を得を真












が日本まで伝えられるのは、即位してからかなりたってからであろう。 西域物語 と 経
世秘策 の成立が 年なので、 年以降に出たもので、 年までに、当時、蘭学者や
この方面に関心を持つ知識人に参照可能だった文献又は情報を考えてみることにする。
ベシケレイヒング・ハン・ルュスランド と当時蘭学者に呼ばれ、重宝された書物があ
る。レイツ（ ）他が著した蘭書 新旧ロシア帝国誌 （
である。 訂正増訳 采覧異言 には 魯西
亜国志 和蘭ヒリップ撰 として出ている。この書物は当時何度か抄訳されているが、
年以前で、本論の観点から重要なのは、前野良沢が 年（寛政 ）に抄訳した 魯西
亜本紀 である。主にロシア皇帝並びにその一族の編年史部分を中心に翻訳したものである
（前野良沢［ ］ 頁）。
魯西亜本紀 は、 年の蘭書をもとにしている。しかし 年以降の皇帝の記述もあ
） 自然治道之弁 。宮田純［ ］ 頁に引用。
） 大系 頁の注。ここでは、林子平も 海国兵談 で 文武両全の棟梁 と呼んだことが指摘されて
いる。




記事以降である（前野良沢［ ］ 頁）。エリザベータの次の皇帝はピョートル 世な
ので、 ベテルテテルテ と記されている者がこれに当たるはずである（ 魯西亜本紀 は死




赤蝦夷風説考 でも、エリザベータ（ エリサベット と書いてある）の即位ところまで
は、 ペシケレーの書 にあるが、あとは ゼヲカラーヒにて書きつぐ （工藤平助［ ］
頁）とあり、良沢も 年（明和 ）の書に 是ノ主ノ名ヲ載ルモノアリ と書いている
ので（前野良沢［ ］ 頁）、前野良沢が参照した他書とはおそらく、当時蘭学者の間
でよく知られていた ゼオガラヒー に違いない ）。平助は ゼオガラヒー の刊行年を







クコレニ帰依ス コレヨリシテ後彼ノ国民礼節信義アルコトヲ知レリ （前野良沢［ ］
頁）と業績を述べているのだが。
また ゼオガラヒー を訳したと見られている 輿地誌略 にも、 年に今の女帝、エ
カテリーナ 世が位に就いたという記述がある（ 地盈林宗［ ］ 頁）が、それ以上
詳しい業績は載せていない。
良沢には、カムチャッカに関する地誌の翻訳がある。 柬砂葛記 と 柬察加誌 がそれ
で、ともに ゼオガラヒー から抄訳されたものと見られている。 柬察加誌 （ 年（寛
政 ））の写本には、利明と記した書き込みがあるようで、 利明推量 カムサスカ ト云ハカ
ラサト言葉ノ転音ナリ カムサツカ川モ鮭多キ川ナルへシ （前野良沢［ ］ 頁）と
注記されている。この利明が本多利明だとすれば（蘭学者の交友関係からして推察して、そ
うだと思われるが）、利明がこの前野良沢の訳書を熟読していたことになる。
さて 柬砂葛記 （ 年（寛政元））には、 冬候久シクシテ、八ヶ月ノ間ナリ、其間南方
ノ地ハ雪フル、或一丈余モ積ル、然トモ北ニヨルホト雪ハ少シ （前野良沢［ ］
頁）、と書かれているように寒冷な気候であることは知られていた。続けて 柬砂葛記 は、
夏候ハ短シ、故ニ穀少ク、或ハ無処モアリ （前野良沢［ ］ 頁）というが、一部の
大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）詳しくは、岩崎克己［ ］。
本多利明の著作における海外情報（森岡）




ケイセリン、エリサベト （ ）という女帝は 年（寛保元）に、その
教法 を送って、原住民を 訓導シテヨリ、委ク帰依尊信シテ、諸ノ礼義アルコトヲモ知
ルコトヲ得タリ （前野良沢［ ］ 頁）という。そして 柬察加誌 には 一千七百四
十一年ニ、 ロシヤ ノ女帝 エリサベット ヨリ、彼国ノ教法ヲ送リテヨリ、悉コレニ帰











気候きわめて寒く、積雪丈余に及ぶ。 月頃から雪が降り出して、翌年の 、 月頃まで降
ることがある。 月の暑中でさえも日本の 、 月の気候であるという（桂川甫周［ ］
頁）。これを読むと、とても利明が言うように、五穀を産する豊かな国になるとは思
えない。また 家系 と題するところには、現エカテリーナ女帝はネメツ（ドイツ）という


























利明は 西域物語 で、今は大徳といわれた エイカテリナ という女帝も逝去したと聞
いているので、今こそ蝦夷諸島及びカムチャッカの土地を取り戻す時節だ、と言っている



















アの圧政が行われていた。前野良沢の 柬察加誌 と 柬砂葛記 には、先に見たように、
エリザベータが聖職者を派遣して、原住民を 訓導 し、ことごとく 帰依尊信 して、
礼義 を知ったとか、 教法 を送って、住民はことごとくこれに 帰依 して、 礼法
を知ったとか、書かれていたが、実際には 年エリザベータの命令で送られた僧院長の
は、カムチャッカ原住民を改宗させるために弾圧を躊躇しなかった ）。そ










オランダ風説書 第 号（ 年）には、去年カムチャッカにロシアが数万の兵を差
し向け合戦に及んだが、さらに 万の兵を差し向け、今は静まったという（下巻、 頁）。






























始めるまでは（ ［ ］ ）。
） 年代には、エカテリーナ 世によって発布された長い命令書に従って、まれな誠実さを持った
が、ロシア兵士を抑制してイテリメン族を人間として扱わせた。しかし 年代の総督は、悪





になっていることを考えると、利明がエカテリーナ 世を 大徳 の持ち主と考えたのは、
あながち間違ってはいない。ただ風説書を見る限り、そうした情報はない。





これまで、本多利明の 西域物語 、 経世秘策 などの主著の西洋認識が、どういう背景
があるか、どこまで妥当かを見てきた。ロシア観などについては、まだ論じる余地があるの
で、それは別稿に委ねたい。
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